
 
【 記 者 発 表 資 料 】 

平成３１年２月６日 

九 州 地 方 整 備 局 

 

 

「2019 海域港湾空港技術報告会 in 福岡」の開催 
 

 

九州地方整備局では、海域・港湾・空港を取り巻く様々な課題解決に向けて、民間企業、

大学などと産学官の協働による技術開発を行っているところです。 

本報告会は、全国的に高い評価を得ている最先端の技術開発の現状や九州・下関地区で

取り組まれている最新の技術情報等を関係者間で広くかつタイムリーに共有することによ

り、課題解決に向けた技術開発の促進に寄与することを目的とし、九州大学との共催によ

り「2019 海域港湾空港技術報告会 in福岡」を下記のとおり開催するものです。 

 なお、本技術報告会は(公社)地盤工学会の CPD プログラム認定を受けております。 

 

記 

 

日  時   平成３１年２月１３日（水） １３：００～１７：５０ （１２：３０ 開場） 

 

場  所   ハイアット リージェンシー 福岡 2F リージェンシーボールルーム 

         福岡県福岡市博多区博多駅東 2-14-1 

      Tel：０９２（４１２）１２３４ 

 

主  催   九州地方整備局 港湾空港部 

九州大学大学院 工学研究院 海域港湾環境防災共同研究部門 

 

プログラム  別添のとおり 

 

 
当日の取材を希望される方は、取材申込書「別紙１」に必要事項を記載の上、２月１２日（火） 

１２時までにお申し込み下さい。 

詳細は取材要領「別紙２」をご覧下さい。 
 

 

 

 
【問い合わせ先】 

国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課 課 長  本田 一行 
課長補佐 藤井 寧  
係 長   小池 二三勝 
 

ＴＥＬ：０９２－４１８－３３８０  ＦＡＸ：０９２－４１８－３０３２ 



（地盤工学会 CPD プログラム認定） 

地盤工学会 CPD プログラム 認定 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日時 2019 年 2 月 13 日(水) 13:00～17:50（12:３0 開場） 

場所 ハイアット リージェンシー 福岡 2F リージェンシーボールルーム 

福岡県福岡市博多区博多駅東2-14-1 Tel：０９２（４１２）１２３４ 

主催：九州地方整備局港湾空港部、九州
大学大学院工学研究院海域港湾環境防
災共同研究部門 

共催：（公社）地盤工学会九州支部、九
州大学学術研究・産学官連携本部、（一
財）沿岸技術研究センター、（一財）港
湾空港総合技術センター、 特定非営
利活動法人研究機構ジオセーフ、博多
港ふ頭株式会社、（一社）日本埋立浚渫
協会、（一社）港湾技術コンサルタンツ
協会、九州港湾空港建設協会連合会 

 

問い合わせ先 

国土交通省九州地方整備局港湾空港部 海洋環境・技術課（担当：本田、藤井、小池) 

TEL 092(418)3380  FAX 092(418)3032 

写真：小名浜マリンブリッジ(平成29 年度土木学会田中賞受賞)  

東北地方整備局 小名浜港湾事務所 提供 

Photo by S . Imabayashi 



 
 

開会あいさつ                      

13:00～       稲田 雅裕 （九州地方整備局 副局長） 

第Ⅰ部 基調講演 

13:05～13:35 拡張パナマ運河の技術的課題と取り組み 

善 功企（九州大学 名誉教授） 

第Ⅱ部 全国の先進的土木技術の紹介 

13:35～14:15 石炭灰造粒物を用いた水域底質改善材の開発＜平成30年度文部科学大臣表彰科学技術賞受賞＞ 

日比野 忠史（広島大学大学院工学研究科 准教授） 

14:15～14:55 小名浜マリンブリッジ～100年後も健全な橋梁を目指して～＜平成29年度土木学会田中賞受賞＞ 

尾﨑 精一（国土交通省 東北地方整備局 小名浜港湾事務所 所長） 

～ 休憩 ～ 

第Ⅲ部 産官学の技術展望  

15:05～15:25 共同研究部門の活動紹介および航路維持管理 

中川 康之（九州大学大学院 工学研究院 海域港湾環境防災共同研究部門 教授） 

15:25～15:45 港湾荷役機械の劣化故障の減少のための数値管理手法 

日吉 一洋（博多港ふ頭株式会社 メンテナンス事業部 部長） 

15:45～16:05 九州地方整備局で運用する高潮・波浪推算システムについて 

濱野 吉章（下関港湾空港技術調査事務所 技術開発課 係長） 

16:05～16:25 将来の気候変動を考慮した高潮予測に関する検討 

橋本 典明（九州大学大学院 工学研究院付属アジア防災研究センター 教授） 

～ 質疑応答および休憩 ～ 

16:40～17:00 海上起重機船作業におけるＧＰＳを用いた施工管理について 

九州港湾空港建設協会連合会 推薦 

川北 博輝（深田サルベージ建設株式会社 九州支店 工事課 課長） 

17:00～17:20 大分港海岸における新技術（櫛形鋼矢板工法）の導入について 

(一社)港湾技術コンサルタンツ協会 推薦 

鶴田 賢司（パシフィックコンサルタンツ株式会社 九州支社 

 九州国土基盤事業部 港湾室 技術課長） 

17:20～17:40 消波工の測量点群を用いた消波ブロックのソリッドモデリング技術 

(一社)日本埋立浚渫協会 推薦 

橋田 雅也（株式会社不動テトラ 総合技術研究所 材料・構造研究グループ） 

～ 質疑応答 ～ 

閉会あいさつ 

        江頭 和彦 （NPO 法人研究機構ジオセーフ 監事） 

２０１９ 海域港湾空港技術報告会 in 福岡 プログラム 



「別紙１」 

取 材 申 込 書 

 

取材を希望する場合は、この様式により、下記連絡先まで FAX でお申し込み下さい。 申込

み締切は、２月１２日（火）１２：００迄です。 
申込み先（FAX 番号）０９２－４１８－３０３２ 
 
所属クラブ（所属するクラブに○をつけて下さい） 

・国土交通省九州記者会 ・九州専門建設記者クラブ ・九州大学記者クラブ 

・その他（ ） 

会社名及び部署名 

 

取材者 役職・氏名（全員の役職・氏名を記載願います。） 
 
 
 ①  （代表者）   

 
 
 ②   

 
 
 ③   

 
 
 ④   

連絡先（代表者の連絡先） 

 

上記のとおり取材を申し込みます。 

九州地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課  あて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「別紙２」 

取 材 要 領 
 
 

１．事前申し込みについて 

当日取材を希望される方は、九州地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課まで、FAX 

にて事前申込みをお願いします。 事前申込みが無い場合は、取材ができませんのでご注

意下さい。  

（１）申込期日は、厳守でお願いします。（２月１２日（火）１２：００必着） 

・申込先（FAX 番号）０９２－４１８－３０３２ 

※申込期日に間に合わない場合は、取材ができない場合があります。 

（２）別紙様式に以下の事項を記載して下さい。 

・所属クラブ名 

・会社名及び部署名 

・取材者の役職・氏名（取材者全員の役職・氏名を記載願います。） 
 
 
２．当日の受付及び留意事項について 

・受付場所：ハイアット リージェンシー 福岡 2F リージェンシーボールルーム 前 

         福岡県福岡市博多区博多駅東 2-14-1 

      Tel：０９２（４１２）１２３４ 

・受付時間：１２：３０～１３：００ 
 
 

＜留意事項＞ 

・取材中は、身分証明書、自社腕章を必ず着用願います。 

・会場内では、「報道関係者席」にご着席頂くとともに、撮影は予め定められたスペ

ースもしくは「報道関係者席」からお願いします。 

・会場の都合により、会場内で電源をとることはできません。パソコン等を使用され

る場合は、バッテリー等をご持参願います。 

・質疑については、担当者が現地にて対応いたします。 

・その他、取材にあたっては、担当者の指示に従って下さい。 

 

 


